
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

　三人の子どもの名が祝福の名に変えられるということは、私たちひとりひ
とりが先祖伝来の悪習から自由にされ、新しくされることの象徴と言えます。
あなたは自分の家系に流れていた「のろい」の連鎖が、祝福の連鎖へと変え
られたのです。先祖から引き継いでいる負の遺産、自分の過去の過ち…それ
らの古い債務証書は全て破り捨てられたのです。そのことをみなさんは自覚
しているでしょうか？
そのあなたたちはもう、世の中の人々とは全く違う目線で見なくてはいけま
せん。私たちは特別なのです。その皆さんにおすすめされていることがあり
ます。

　この御言葉から抽出されるテーマは「ふるまい・ことば・従う」という事
になるのではないかと思います。取り分けられたあなたがたには果たすべき
責任があるといわれています。
この地上では世の中に遣わされた神の国の大使なのです。ですから違う国の
法律の中にいるので戦うことがたくさんあります。それは私たちの内側にあ
るといわれています。あの人がこうしたから自分はこうなったと、人のせい
にする心。あの人にこう言われたから傷ついた。と言って目線は常に外側を
見てしまいますが、違う国の法律の中で生きていれば理不尽なことはたくさ
ん起きます。クリスチャン同士でも人が違えば考え方も思うことも違うわけ
ですから、全く違うのです。結局自分の心で何を思うか、その思いが神の国
の法律とどう違うか。すり合わせて行かないといけないのです。それが大き
な戦いなのです。
〈ふるまい〉
　私たちは神の国の大使です。奴隷ではありません。この世の悪い習慣が神
の国の法律にはそぐわないと感じた時に、私たちは神の国の大使、神の国の
子どもとしてどうするかということはすごく注意深く考えなければならない
のです。周りがそういうからはい分かりました。とその通りにやるのではな
く、立派にふるまわなければなりません。
〈ことば〉
　ふるまいとことばはセットです。どうして、ふるまいとことばがセットな
のかというと、無言だけどとてもふるまう人がいるとします。言葉がなくて、
行いがすばらしい人はその人に賞賛が行きます。神様には賞賛は返りません。
反対に、なぜこの人はこんなに良くしてくれるのかと問われた時に、これは
神様がしてくれたことです。神様が私にしてくださったことをしただけです。
と神様を伝えることができるのです。ことばで表すチャンスになるのです。
また、逆にことばは良いことを言っても行いがともなっていない人がいれば
どうでしょう言ってることが違うということになります。どちらにしても、
その人に注目が集まっています。　　
ことばがなくて良い事をする人、言葉があっても行動しない人これは実話同
じ種族なのです。神様に栄光を返していないのです。だから、ふるまいも大
事ですし、ことばも大事なのです。
〈従う〉
　聖なる国民、王なる祭司として従うのです。神の国の法律とその他国の法
律が相反するときに、ただ間違っているから従わない、反抗するのではなく
て、どのようにしたらこの国の人々が神の国を知ることができるのか、を私
たちは神様に聞き従い実践していくのです。ですから、自分が王族の一員だ
とわかっていないとそのようには立ち振る舞うことができません。
そして、聖なる国民とされていてもそこにイエス様がいなければ意味があり
ません。どちらかを選択するのではなく「イエスキリストの十字架」を選択
する者になりましょう。

藤原友規子

来週の奉仕者
（９月３日）

今週は…使徒の働き2７：13～ヘブル2：９

　～リビングライフより～

「私の放蕩」「私の放蕩」

（ ２０２３ 年８月２０日 ） 

（要約者：行司 澤口 建太）

　水曜日のリビングライフでは『福音伝道の核心、復活信仰 ( 使徒の働き 26:1
～12)』が語られました。
25 章でパウロは法廷の中でカイザルに上訴すると言いました。自分がエルサ
レムに戻されて、ユダヤ人の陰謀によって殺される危険があったこと、また、
総督の政治的な道具として利用されていたことに気づいていたからでした。正
当な裁判を受けるために、ローマに行って皇帝から判決を下していただくこと
を選んだのです。
そこで総督フェストは、パウロをただローマに連れていくことが仕事になりま
したが、問題は訴状として何ら思いつくものがなかったのです。彼は、ユダヤ
人の慣習や問題について無知だったからです。そこで、フェストは、彼のとこ
ろに訪問しに来ていたアグリッパ王に相談をもちかけたのです。ユダヤ教に詳
しく、自らも改宗者である彼なら、訴えを見出してくれるかもしれないと思っ
たのです。そこで翌日、パウロは鎖につながれながら、アグリッパに自分の言
い分を申し述べたのです。
　パウロが言いたかったことは、自分がなぜ彼がキリストの福音を宣べ伝えて
きたのかということでした。それは天からの啓示だったからです。ですからパ
ウロはこの天からの啓示にそむかず、ダマスコにいる人々をはじめ、ユダヤ地
方にいる人々にも、さらには、異邦人に至るまで、すべての人に悔い改めて神
に立ち返り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと宣べ伝えてきたのです。
パウロがダマスコ途上で回心した時に、主がアナニヤを通して語られた「しか
し、主はこう言われた。行きなさい。あの人はわたしの名を、異邦人、王たち、
イスラエルの子孫の前に運ぶ、わたしの選びの器です(使徒9:15)」をアグリッ
パ王の前であかしする機会が与えられたのです。
　パウロは最初に、自分が生粋のユダヤ人であることを紹介しています。パウ
ロは、ユダヤ人をユダヤ人たらしめるもっとも中心的な立場の中にいたのです。
そのユダヤ人たちが信じているもの、待望しているものを信じているために、
自分は訴えられていると述べます。パウロは、神に対してあまりにも熱心だっ
たので、それが聖徒たちへの迫害となって表れました。それでもパウロは、自
分の回心の体験を語ります。つまり、この光が自分に訪れたことを語ります。
　パウロは、自分の間違った知識がもたらした誤った行いを回想しながら、復
活の主を信じる正しい知識を伝えたのです。私たちも、恐れることなく、イエ
スさまを信じる前、信じたとき、信じた後のことを分り易く伝えられる者とな
りたいですね。

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄 伝道師
岩﨑 祥誉 
富岡 牧
淺野 恵子

　

8 月の誕生者
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　Ⅰペテ 2：9 の御言葉を読むたびにロイヤルファミリーであることを思わ
されるのです。「選ばれた種族、王である祭司‥‥。」。つまり私たちは王で
あるイエス様の所有であり、王族なのです。誰かがロイヤルファミリーでだ
れかはそうでないということではありません。「あなたがたは」というので
すから、私たちすべてのクリスチャンに言われています。
祭司とは、律法を司る人のことを言います。旧約の時代、至聖所一度、大祭
司しか入ることができませんでした。いのちがけの行為でした。また、民は
祭司のもとにいけにえをもって行き、祭司を通して神にいけにえをささげて
祈っていたのです。普通の人は祈りたくてもできませんでした。
　このように、私たちは神の所有として、素晴らしい権利が与えられていま
す。それと同時に果たすべき責任もあるのです。

　そしてまた、私たちクリスチャン一人一人は日本にいる神の国の大使とよ
く言われます。王の家族であり、ロイヤルファミリーでありながら神の国の
法律を法治する神の国の大使館なのです。大使館の権限というのはこの大使
では自国の国の法律が優先であって、遣わされた国の法律は適応されないの
です。私たちには神の国の法律があります。誰も侵害することはできません。
しかし、唯一侵害することができるのは唯一、私たちなのです。
また、大使館は自分の国の文化や伝統をほかの国の人たちにお知らせする役
割があります。伝え、理解を深めてもらうのです。だから私たちはキリスト
の大使として、聖書が何であるか、イエス様の福音がなんであるかを伝える、
説明して紹介するという責任がるのです。
みなさんはロイヤルファミリーとして、王族として、また、大使としての自
覚を持って日々生活しておられるでしょうか。

　「しかし、あなたがたは」とは、この手紙の受け取り手は、現在のトルコ
の各地に散らばっていたクリスチャンたちに向けてでした (1:1)、その中心
は異邦人でした。新約と旧約の違いは何よりも、アブラハムの子孫であるユ
ダヤ人に向けて語られていたはずの聖書の教えが、異邦人にも向けられ、彼
らがキリストへの信仰のみによって神の民とされたということです。
私たちもその意味で、アブラハムの子孫とされたのです。
「しかし」という接続詞が入っているのは、2章6-8節に記されているように、
「尊い礎石」であるイエス・キリストを「つまずきの石、妨げの岩」として
拒絶している人との対比を明らかにするためでした。
主こそ十字架にかけられたイエスであることを、「主のもとに来なさい。主は、
人には捨てられたが、神の目には、選ばれた、尊い、生ける石です｣(2:4) と
記されています。
つまり、「あなたがたは、しかし」ということばに、神の民とされた者は、
イエスも自分たちも、この世とは全く異なった視点から見るように召されて
いるということを指し示しているのです。私たちはその点で、しばしば、あ
まりにも自分をこの世の価値基準から見すぎてはいないでしょうか。ただし、
それはこの世の基準をまったく無視して良いという意味ではありません。大
切なのは、この世の基準を無視することではなく、神の国の基準を持ち、そ
れによって人や自分の価値を認めることができるかということです。
そのために何よりも必要なことは、イエス様による救いのみわざを心の底か
ら体験することです。私たちの目には、この約束されている救いの豊かさ、
素晴らしい特権は、なかなか見えないものかもしれませんが、イエスの十字
架により、救われていること。それこそがこれらすべてのことの保障です。
ですから、私たちは王家の一員として、いつでも、神の視点から自分を見る
必要があります。

　「あなたがたは、以前は神の民ではなかったのに、今は神の民であり」なお、
「あなたがたを、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてくださっ
た方のすばらしいみわざ」とありますが、私たち人間はエデンの園の外とい
う「やみの中」に置かれていました。しかし、「ご自分の驚くべき光」とい
う神の御子のご支配の中に招き入れられました。
私たちは、何よりも、「やみから光へ」「のろいから祝福へ」「絶望から希望へと」、
置かれる立場を移していただけたのです。それは私たちが自分の知恵や力や、
また自分の信仰の力によって獲得したものではなく、一方的な神のあわれみ
によって与えられたものです。
また、ペテロはそれに続けて、「あなたがたは、以前は神の民ではなかったのに、
今は神の民であり、以前はあわれみを受けない者であったのに、今はあわれ
みを受けた者です」(10 節 ) と語っていまが、その背後にはホセア書 2 章
22,23節の記述があります。
そこでは預言者ホセアの妻でありながら浮気ばかりをしたゴメルから生まれ
た三人の子ののろわれた名前を主が祝福の名に逆転させてくださるという約
束が記されています。
『わたしの民でない者』という意味から『あなたはわたしの民』と言う逆の
名前に変え、その子も神に向かって『あなたは私の神』と呼ぶように変えら
れるというのです。
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さいごに
25日   岡本爽
29日   鈴木由美子

21 日   西嵜璃愛
22 日   山本淳平 
22 日   浜田竜司
22 日   平澤一浩
 

  9 日   高橋司
13 日   曽我都斗
14 日   富岡喜千朗
14 日   西嵜真由美

15 日  富岡節子
16 日  松田沙和菜
18 日  青山哲也
 20日   澤口來海
 20日  今栄めぐみ

              　 1 日   名越裕晃
6日   澤口建太
6 日   横山淳平
7 日  秦泉寺朗子

岩﨑櫻

 

「野の獣がわたしをあがめる。ジャッカルや、だちょうさえも・・・わ
たしの民、選んだ者に飲ませるから」ところが、イスラエルの民は、「祭
司の王国、聖なる国民となる」という崇高な使命を果たすことに失敗し
たばかりか、大失敗したのです。そのことがイザヤ４３章 3,4、18-21
節では次のように記されています。一番自分がダメな時にも、神はこの
ように私たちを呼んで下さっているのです。『わたしの目には、あなた
は高価で尊い。わたしはあなたを愛している。…。』（イザヤ43：4）
　この神様の圧倒的な愛の呼びかけに応えて、神に選ばれた民、ロイヤ
ルファミリーの一員として歩んで行こうではありませんか。

：

放蕩とは意味を調べてみると「思うまま振る舞うこと」とありました。
放蕩息子は父の財産を湯水のように使い果たしてしまった弟だと思い
込んでいましたが、傷ついて帰ってきた弟を喜ぶことができず、弟を
受け入れた父に苛立ちをぶつける兄も放蕩息子です。
どちらも自分の弱さと戦うことができず、思うまま振る舞う、神様に
喜ばれない姿。愛されている特別な存在であること、ロイヤルファミ
リーの自覚のない姿です。

私はここのところ、実は「いやだな」と思っていることがありました。
大したたことではないので、ごまかしてみたり、「言っても仕方ない」
と諦めたり、「このくらいは我慢すればいい。」と自分を大事にしなかっ
たり、そんなことを思っしまう自分を責めたり、いろんな対処で、私
が思うままに振る舞ってなんとか過ごしていました。
周りに迷惑はかけていない、「私は大丈夫」と自分を信じていました。
そうしているうちに、だんだん本当はどうしたいのか分からなくなっ
てきました。

神様は変わらず側にいて、愛してくれているのに。
失敗したって、どんなことがあったって、ありのまま伝えてほしいと
願ってくれているのに。
必ず守る、幸せにすると約束してくれているのに。
「私は大丈夫。」と言い聞かせながら生きてきた私は、
「わたしはあなたがたを捨てて決して孤児にはしない。」（ヨハネ4:18）
この御言葉で神様を信じました。
悔い改めて父の元に戻った弟と、頑なになってしまった兄。選ぶのは
自分だと思いました。
もう一度御言葉を大事に心にしまい、「出て行ってごめんなさい。」と、
神様の前に還ろうと思いました。
神様は変わらず語ってくださいます。
「わたしはあなたがたを捨てて決して孤児にはしない。」
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行司 伝道師
西嵜 伝道師
富岡 美千男
a秦泉寺 朗子
日名 陽子
曽我 菜々子
髙橋 奈津江
西嵜 一喜
唯恵 伝道師
池田 優香
神達 良子
永井比和子
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聖 日 準 備

食 事
片　付　け
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唯恵ファミリー
（KMN）

各　自

各　自

        　 

主  日  礼  拝主  日  礼  拝
ロイヤルファミリー

Ⅰペテロ２：１１～２１

私たちは大使であり大使館

「しかし、あなたがたは…」

「あなたがたは、以前は神の民ではなかったのに
、今は神の民であり」

    

てもて塾

てもて塾

新開彩 淺野愛可

佐藤仁美 藤原友規子

眞砂永一

岩﨑晃輝 鈴木智子

丸井克己

青木容子

小林茂

鈴木由美子

富岡千秋 富岡牧

牧 希穂乃

楢村紗枝 澤口明子

  「ロイヤルファミリ―として」
 ～あなたは自分の立場を知っていますか？～ Ⅰペテロ2：9

チャーチミーティング

セル活動

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

15:00~じょいふるキッズ

セル祈祷会


